
 

 

 

 

 

 

新型コロナ影響下の地域のつながりと地域活動への意識を調査しました 

～「ひっとプラン港北」策定に関する地域活動調査結果～ 

 

港北区では「誰もがあんしんして健やかに暮らせるまち 港北」を目指し、身近な地域の助けあい、

支えあいを進めるため、港北区地域福祉保健計画「ひっとプラン港北」を策定、推進しています。 

現在第４期計画（令和３年度～７年度）を策定していますが、新型コロナウイルスにより地域のつな

がりや活動が大きな影響を受けたため、地域活動の現況やまちとのつながりについて、ＮＰＯ法人び

ーのびーのと調査を行いました。そこから地域のつながりの重要性が再認識されている事やまだ地域

活動に参加していない 30 歳代の地域活動への関心の高さが見えてきました。 

                   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果に関する資料は港北区ホームページでご覧いただけます。 

【URL】https://www.city.yokohama.lg.jp/kohoku/kurashi/fukushi_kaigo/chiikifukushi/fukushi-

plan/dai4kichifukukeikaku.html#chousa 

 

お問合せ先 

港北区福祉保健課長  秋元 秀臣 Tel 045-540-2336 

令 和 ２ 年 1 0 月 ９ 日 
港 北 区 福 祉 保 健 課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

■調査概要 インターネットによるアンケート調査 

■調査期間 令和２年６月 15日～７月 26日 

■回答総数 362通 

◇調査結果のポイント◇ 

 

地域のつながりの重要性が改めて浮き彫りに 
  「立ち話、近所、公園などでの交流、挨拶が頻繁になった」など対面でのつながりによ

る安心感についての回答が多く、コロナ禍が地域のつながりの重要性を再認識する機会と

なっていることが伺えました。 

 

地域行事、イベントへの期待感が地域活動参加の糸口 
 地域のイベントが無くなってさびしい、困っているとの声が多く、地域のつながりづくり

に地域活動が担ってきた役割の大きさが改めて感じられました。 

 地域活動は 40 歳代から関わっていく傾向があります。今回の結果からはまだ地域活動に

参加していない 30 歳代の地域活動への関心の高さがみられました。関心ある活動としては

「地域行事、催事、イベントなど」が挙がっています。 

 

オンラインなど新たなツールによるつながりの可能性はこれから 
 オンラインによってつながる経験は多くの方が持っていましたが、分析の結果オンライ

ンの利用はご近所の付き合いの深さに影響を与えてはいませんでした。 

 今回のアンケートについては 40 日間で約 400 通の回答結果を得ることができました。

年齢別でも 60 歳、70 歳代の回答者が 2 割を占め、今後の地域活動にオンラインを利活用

していく可能性が示されました。 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kohoku/kurashi/fukushi_kaigo/chiikifukushi/fukushi-plan/dai4kichifukukeikaku.html#chousa
https://www.city.yokohama.lg.jp/kohoku/kurashi/fukushi_kaigo/chiikifukushi/fukushi-plan/dai4kichifukukeikaku.html#chousa


 

 

 
 
【港北区の特徴】 

横浜市は今後緩やかに人口が減少していく見込みですが、港北区は 2036 年頃まで緩やかに人口

増加が続く見込みとなっています。中でも生産年齢人口の比率が市平均と比べて高いのが特徴と

なっています。また子育て世代が多く、出生数も多くなっています。ひっとプラン港北の推進を

考えるうえでも、子育て世代について考慮する必要があります。 

 
15 歳から 64 歳の人口割合（令和２年１月１日）：67.5％ 18 区中２位（市平均 62.9％） 

15 歳未満人口（令和２年１月１日）：43,003 人 18区中１位 

出生数：3,484 人（平成 30 年）18 区中１位 

いずれも横浜市統計書 
 
 
 
【アンケート項目】 

問１ あなたの年齢について教えてください（選択肢省略） 
問２ あなたがお住いの町を教えてください（選択肢省略） 
問３ 地域活動を行っていますか（休止中を含む） 

□ はい 
□ いいえ 

問４ （問３の回答が「はい」の場合） 
それはどのような活動ですか（自由記述） 

問４－２ コロナ禍で活動についてどのような工夫をされていますか、困っていることは

ありますか（自由記述） 
問５ （問３の回答が「いいえ」の場合） 

今後、興味・関心がある活動はありますか。あてはまるものを全て選択してくだ

さい。 
□ 体操や運動などの活動の参加 

□ 趣味・教養・スポーツなどのサークル活動 

□ お祭りや運動会などのイベントの参加 

□ 防犯・防災・交通安全などの活動（例：登下校の見守り・避難訓練の参加等） 

□ 趣味や特技を活かした活動（例：囲碁将棋、園芸、日曜大工、ヨガ等） 

□ 花の手入れやごみ拾いなどの美化・清掃活動 

□ 子どもとの交流や学習支援 

□ 高齢者・障害者の活動への参加・協力 

□ 募金・クラウドファンディング 

□ 上記地域活動の企画・運営 

□ その他 

問６ 新しい生活様式が始まり、近隣との付き合いがあってよかった事や困ったこと

はありますか（自由記述） 
問７ 新型コロナの影響下でも人とのつながりを持つために、遠隔（オンライン）での

交流を行いましたか 
□ はい 
□ いいえ 

 

参考 


